
カリキュラム 下記カリキュラム図は、10月入学実施イメージです。

忘れない「山本式記憶法」で合格へと導きます！
法律を初めて学ぶ方、忙しくゆったりとしたペースで学習したい方に最適なコースです。
司法書士試験において最も重要な主要４科目を週1～２回の余裕のあるペースで学習でき、着実に合格力を身につけることができます。
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❺本試験
テクニカル
分析講座（注）
【全10回 ・約3時間／1回 】

講義形式

❻早稲田
合格答練
ジャンプ答練
【全8回】
※解説講義あり

答練➡解説講義

❹演習【全9回・3時間／1回 】
 択一式科目

演習➡解説講義

❷基礎講座
＜マイナー科目編＞
【全34回・3時間／1回 】
 民事訴訟法・民事執行法・
 民事保全法・供託法・
 司法書士法（20回）、
 刑法（8回）、憲法（6回）

講義形式

❶基礎講座＜主要4科目編＞【全86回・3時間／1回 】（注）
 民法・不動産登記法（57回）、商法・商業登記法（29回）
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（注）教室講座でご受講の場合も「基礎講座〈主要4科目編〉」、「本試験テクニカル分析講座」、「全国公開模試解説講座」は個別DVD（校舎個別DVDルームで視聴）またはWebフォローでの受講となります。 
          「基礎講座〈マイナー科目編〉」、「オートマチックシステム記述式講座」、「演習」は教室講座（ライブ講義）となります。なお、「基礎講座〈主要4科目編〉」は2014年目標「1年本科生」を収録した内容となります。
   ※「早稲田合格答練ジャンプ答練」は解説講義が含まれます。なお、答練の解説講義、「全国公開模試解説講座」の担当は山本浩司講師ではございません。「早稲田合格答練ジャンプ答練」および「全国公開模試」、
      「全国公開模試解説講座」の日程は2014年7月下旬発行予定の案内書をご覧ください。

 
  　

※上記カリキュラム図は10月入学の実施イメージです。
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❽全国公開模試
解説講座【全3回】

❼全国公開模試
【全3回】
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❸オートマチックシステム記述式講座
【全25回・3時間／1回 】
 不動産登記法（14回）・商業登記法（11回）

講義形式

主要4科目は週１～2回の講義ペースで実施。
司法書士試験のベースとなる4科目の基礎知
識をじっくり学習、理解することができます。
また、テキストには適宜、過去問などの参考問
題を掲載しているので、早期に本試験の重要論
点を把握でき、効率的な学習を可能にします。

❷基礎講座
＜マイナー科目編＞
【全34回・3時間／1回】
民事訴訟法・民事執行法・
 民事保全法・供託法・
 司法書士法（20回）、
 刑法（8回）、憲法（6回）

講義形式

スタジオ収録したクリアな講

ます。この講義では合格する
ための受験テクニックをあ
ますことなく伝授します。

択一式の各科目の講義が終了した段階で、科目
ごとに本試験形式の問題を解く演習を実施しま
す。理解度を確認できるとともに、早い段階から
本試験形式の問題を解くことにより、実戦力を
身につけていきます。

❼全国
【全3回】

模

全国公開模試の第１回は
基本的問題を、ジャンプ答
練・全国公開模試の第2・3
回は本試験レベル、本試
験予想問題を出題します。
得てきた知識を合格でき
る知識に磨きあげます。

全国公開模試の解説講義を実施します。この
解説講義を受講することにより、知識の再確
認と重要論点を押さえることができ、全国公
開模試を最大限有効に活用できます。

IN　OUTIN　OUT

IN　OUT

合格するためにはこのマイナー科
目も大切な得点源です。主要4科
目で知識の土台を固めた後に学習
するので、効率的に学習できます。

❸

 不

IN OUT午後の試験で出題される記述式試験の対策講
座です。問題を通して、基本的な知識、考え方を
しっかりと押さえていきます。特殊な問題の知
識を追うのではなく、基本的な事項をしっかりと
学習し、記述式の合格水準に達する力を養成します。

（注）

戦略的カリキュラム「山本式記憶法」で学習の
合理化と効率化を実現する


